
8181

観光立国時代の公立文化施設運営
──東京2020大会に向け急増する訪日観光客にどう取り組むか──

文・山名尚志（文化科学研究所）

2020年、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催年には訪日観光客4,000万人
を達成する─2016年、「明日の日本を支える観光ビジョン」として閣議決定された目標数
値だ。この目標に向け、実際の訪日観光客数も、2015年1,974万人、16年2,404万人、
17年2,869万人と順調な増加を示している。近年で最も少なかった2011年の622万人と
比較すると、既に５倍近く。「外国人のお客様が増えた」という実感を持たれている関係者も
多くいるのではないか。上記の観光政策の中で、地域の公立文化施設も、訪日観光客4,000
万人実現のための重要な役割を担っている。観光施策においてだけではなく、国の文化政策
自体も、文化芸術の「社会的・経済的価値」を重視する方向に大きく舵を切っており、文化施
設の観光拠点化も目玉施策のひとつに挙げられている。公立文化施設、特に美術館・博物館
は、訪日観光客誘致の最前線で期待される存在になっているのだ。これを好機と捉え、それ
ぞれの公立文化施設は、何を検討し、どう対応していけばいいのか。訪日観光客をめぐる政
策動向とアプローチの仕方を整理する。

訪
日
観
光
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を
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ぐ
る
政
策
動
向

〜
結
び
付
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観
光
と
文
化
〜

2
0
3
0
年
の
訪
日
観
光
客
目
標
を

6
0
0
0
万
人
に
設
定

　

日
本
の
成
長
戦
略
と
し
て
の
訪
日
観
光
客
へ
の

着
目
は
、2
0
0
3
年
、小
泉
内
閣
時
代
の「
ビ
ジ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」で
当
時
5
0
0

万
人
に
止
ま
っ
て
い
た
訪
日
外
国
客
を
2
0
1
0

年
ま
で
に
倍
増
す
る
目
標
を
掲
げ
た
の
に
始
ま
っ

た
。
そ
れ
が
大
き
く
動
い
た
の
は
13
年
。
6
月
に

観
光
立
国
推
進
閣
僚
会
議
で
決
定
さ
れ
た「
観
光

立
国
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
お
い
て
、
年
間
2
0
0
0
万
人
と
い
う
目
標
値

が
設
定
さ
れ
、
ビ
ザ
要
件
の
緩
和
な
ど
、
訪
日
観

光
客
拡
大
に
直
結
す
る
政
策
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
た
の
だ
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
策
定
さ
れ
た
時

点
の
訪
日
観
光
客
は
8
3
6
万
人（
12
年
）。
実
績

値
の
実
に
倍
以
上
の
目
標
値
を
掲
げ
た
こ
と
に
な

る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
閣
議
決
定
の
3
カ
月
後
、

13
年
9
月
に
は
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
I
O
C

総
会
で
20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
の
開
催
が
決
定
さ
れ
た
。

　

相
当
に
挑
戦
的
と
も
思
わ
れ
た
目
標
値
だ
っ
た

が
、
中
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

の
世
界
観
光
市
場
の
急
激
な
拡
大
と
、
折
か
ら
の

円
安
の
定
着
、
L
C
C
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
訪

日
観
光
客
数
は
急
激
に
拡
大
。
わ
ず
か
2
年
後
の

15
年
に
は
ほ
ぼ
右
記
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

こ
の
成
功
を
受
け
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
の
が
16

年
の「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」で

あ
る
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、17
年
に
は「
観

光
立
国
推
進
基
本
法
」に
基
づ
く「
観
光
立
国
推
進

計
画
」の
改
定
が
、
18
年
に
は
具
体
的
な
政
策
プ

ラ
ン
と
し
て「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
0
1
8
」の
策
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
出

て
き
た
の
が
20
年
に
4
0
0
0
万
人
、
30
年
に
は

6
0
0
0
万
人
と
い
う
訪
日
外
国
客
の
獲
得
目
標

で
あ
る
。「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
」、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
総
合
競
技
大
会「
ワ
ー
ル

ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2
1
関
西
」、「
2 

0 

2 

5
大
阪
万
博
」な
ど
大
型
国
際
行
事
が
続
く
こ

と
か
ら
、
こ
の
目
標
も
達
成
し
そ
う
な
勢
い
だ
。

文
化
財
の
活
用
・
理
解
促
進
へ
の

政
策
転
換

「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」で
打
ち

出
さ
れ
た
施
策
展
開
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
が
、

観
光
へ
の
文
化
財
の
活
用
の
推
進
だ
。
同
ビ
ジ
ョ

ン
に
は「『
文
化
財
』
を
、『
保
存
優
先
』
か
ら
観
光

客
目
線
で
の『
理
解
促
進
』、
そ
し
て『
活
用
へ
』」

と
明
記
。
文
化
財
保
護
方
針
の
転
換
が
決
定
づ
け

ら
れ
た
。
政
策
と
し
て
は
、「
2
0
2
0
年
ま
で
に
、

文
化
財
を
核
と
す
る
観
光
拠
点
を
、
全
国
で

2
0
0
整
備
、
わ
か
り
や
す
い
多
言
語
解
説
な
ど

1
0
0
0
事
業
を
展
開
し
、
集
中
的
に
支
援
強
化
」

し
て
い
く
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
文
化
庁
は
、
16
年

に「
文
化
財
活
用
・
理
解
促
進
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
0
2
0
」を
策
定
、
文
化
財
を
観
光
資
源
と
す

る
た
め
の
具
体
的
な
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
文
化
財
活
用
・
理
解
促
進
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム

特別付録

訪日観光客対応ハンドブック
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訪
日
観
光
客
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

社
会
や
経
済
へ
の“
波
及
力
”に
つ
い
て
の
記
載
は

出
て
き
て
い
た
が
、
第
4
次
で
は
、
さ
ら
に
進
ん

で
、
文
化
芸
術
を「
社
会
的
便
益（
外
部
性
）を
有

す
る
公
共
財
」と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
平
た
く
言
え
ば
、
文
化
は
港
湾
や
道

路
な
ど
と
同
じ“
社
会
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
”で
あ
り
、
だ
か
ら
公
的
な
投
資
や
支
援
の
対

象
と
な
る
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

公
共
財
で
あ
る
以
上
、
社
会
に
ど
ん
な
便
益
を

与
え
る
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
ま
た
、

そ
の
便
益
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
目
標
と
も
な

る
。
こ
の
結
果
、
17
年
に
文
化
芸
術
振
興
基
本
法

の
一
部
を
改
正
し
て
成
立
し
た「
文
化
芸
術
基
本

法
」で
は
、
従
前
か
ら
の
文
化
芸
術
そ
の
も
の
の

振
興
に
止
ま
ら
ず
、
観
光
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
際

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
場
の
こ
と
）と
し
た
文
化
イ

ベ
ン
ト
」「（
東
京
2
0
2
0
大
会
の
）文
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
芸
術
活
動
と
の
連

携
」な
ど
、展
示
系
だ
け
で
な
く
、イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
活
動
も
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

●
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
か
ら
文
化
芸
術
基
本
法
へ

　

こ
こ
ま
で
文
化
政
策
側
で
観
光
と
の
連
携
が
進

ん
だ
背
景
に
は
、
東
日
本
大
震
災
や
政
権
交
代
、

そ
し
て
東
京
2
0
2
0
大
会
の
誘
致
成
功
を
き
っ

か
け
に
、
そ
れ
ま
で
の
文
化
政
策
の
流
れ
が
大
き

く
変
化
し
た
こ
と
も
大
き
い
。
潮
目
が
は
っ
き
り

と
変
わ
っ
た
の
は
、
15
年
、「
文
化
芸
術
振
興
基
本

法
」
に
基
づ
く
第
4
次
基
本
方
針
か
ら
で
あ
る
。

ひ
と
つ
前
の
第
3
次
基
本
方
針
で
も
文
化
芸
術
の

2
0
2
0
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
幾
つ
か
挙
げ
て
お
こ

う
。
ま
ず
ひ
と
つ
は
、
支
援
に
あ
た
っ
て
、「
観
光

客
数
等
を
指
標
に
追
加
」す
る
と
明
記
し
て
い
る

点
。
観
光
振
興
・
観
光
客
誘
致
が
は
っ
き
り
と
目

的
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た「
解
説
の
充
実
・
多
言
語

化
」
と
多
言
語
化
の
必
要
性
も
謳
わ
れ
て
お
り
、

「
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
開
館
時
間
の
延
長
」な
ど
、ナ

イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー（
夜
間
帯
の
サ
ー
ビ
ス
供

給
拡
大
を
行
い
、
訪
日
外
国
人
に
対
応
す
る
観
光

庁
の
施
策
）へ
の
対
応
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
美
術
館
や
博
物
館
に
お
け
る
参
加
・
体
験
型

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
文
化
財
を
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー

（
歴
史
的
建
造
物
、
文
化
施
設
や
公
的
空
間
等
、
通

例
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
会
場

に
転
用
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
魅
力
を
発
揮
す
る

■	「文化芸術基本法」
 第二条第十項

文化芸術に関する施策の推進に当
たっては、文化芸術により生み出
される様々な価値を文化芸術の継
承、発展及び創造に活用すること
が重要であることに鑑み、文化芸
術の固有の意義と価値を尊重しつ
つ、観光、まちづくり、国際交流、
福祉、教育、産業その他の各関連
分野における施策との有機的な連
携が図られるよう配慮されなけれ
ばならない。
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ポ
ッ
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カ
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チ
ャ
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楽
し
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本
の
日
常
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活
体
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日
本
の
歴
史
・
伝
統
文
化
体
験

映
画
・
ア
ニ
メ
縁
の
地
を
訪
問

四
季
の
体
感（
花
見
・
紅
葉
・
雪
等
）

自
然
体
験
ツ
ア
ー
・
農
漁
村
体
験

ス
ポ
ー
ツ
観
戦（
相
撲
・
サ
ッ
カ
ー
等
）

舞
台
鑑
賞（
歌
舞
伎
・
演
劇
・
音
楽
等
）

そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ（
ゴ
ル
フ
等
）

ス
キ
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・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

テ
ー
マ
パ
ー
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美
術
館
・
博
物
館

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

繁
華
街
の
街
歩
き

自
然
・
景
勝
地
観
光

温
泉
入
浴

旅
館
に
宿
泊

日
本
の
酒
を
飲
む
こ
と（
日
本
酒
・
焼
酎
等
）

日
本
食
を
食
べ
る
こ
と
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■ 訪日観光客の伸張状況（日本政府観光局資料）

■ 訪日観光客の国別内訳（日本政府観光局資料）

■ 訪日観光でしたこと
（観光庁 訪日外国人消費動向調査 2017年）

長らく年間1,000万人の壁を越えられなかった訪日観光客だが、2013年に
1,000万人の大台に乗ると、その後急激に増加に転じた。

訪日観光客の74.2％は、中国・韓国・台湾・香港の東アジア圏から来訪し
ている。

訪日外国人が観光で美術館・博物館に訪れた人の割合は20.2％、舞台鑑賞
は4.2％。まだまだ文化観光の割合は低い。ただし、欧州・北米からの顧客
に限定すると、美術館・博物館の来訪比率は4割程度、舞台鑑賞の比率も1
割程度と高くなる。中国人観光客も、この数年、日本の歴史的な文物への
関心を高めており、文化観光への期待は高まりつつある。

交
流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
な
ど
の
関
連
分
野
と

連
携
し
、
社
会
的
・
経
済
的
な
活
用
を
推
進
す
る

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。
わ
け
て
も
観
光
分
野
か
ら

の
期
待
は
大
き
く
、
急
激
に
増
大
す
る
訪
日
観
光

客
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
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政
策
動
向
か
ら
み
る

公
立
文
化
施
設
へ
の
期
待

訪
日
観
光
客
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
へ

　

こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、
公
立
文
化
施
設
は
訪

日
観
光
客
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ひ
と
つ
は
、
訪
日
観
光
客
に
と
っ
て
魅
力
的
な

観
光
資
源
と
な
る
こ
と
、
つ
ま
り
中
身
の
変
更
の

問
題
で
あ
る
。
2
0
1
8
年
の
文
化
庁
事
業
で
は
、

こ
れ
に
つ
い
て「
文
化
財
の
総
合
的
な
活
用
に
よ

る
観
光
戦
略
実
行
プ
ラ
ン
の
推
進
」
と
し
、
日
本

遺
産
認
定
制
度
な
ど
11
項
目
の
施
策
を
挙
げ
て
い

る
。
施
策
の
中
心
は
、
伝
統
工
芸
を
含
む
有
形
・

無
形
の
文
化
財
や
史
跡
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
、

国
際
的
な
観
光
資
源
と
し
て
保
全
し
、
演
出
し
、

広
報
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、

V
R
や
ク
ロ
ー
ン
文
化
財
な
ど
の
最
新
技
術
の
投

入
や
、
学
芸
員
自
体
が
日
本
文
化
発
信
の
担
い
手

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。
展
示

や
教
育
活
動
な
ど
の
社
会
教
育
機
関
と
し
て
の
本

務
自
体
に
お
い
て
、
ま
た
、
館
運
営
や
人
材
育
成

に
つ
い
て
、
か
な
り
の
変
身
が
迫
ら
れ
て
い
る
と

言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
中
で
着
目
さ
れ
る
の
が
18
年
よ
り
新
設
さ

れ
た「
地
域
の
美
術
館
・
博
物
館
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形

成
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
施
設
で
の
個
別
の
対
応

だ
け
で
な
く
、「
上
野
文
化
の
杜
」構
想
を
ひ
と
つ

の
モ
デ
ル
に
、
地
域
振
興
の
拠
点
と
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
、
地
域
の
美
術
館
や
博
物
館
に
は
、

観
光
協
会
や
大
学
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
観
光
や

地
場
産
業
振
興
な
ど
を
目
的
と
し
た
中
核
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
地
域
や
施
設
に
当
て
は
ま
る

も
の
で
は
な
い
が
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
美
術

館
・
博
物
館
は
、
観
光
を
は
じ
め
と
し
た
地
方
活

性
化
の
中
心
と
な
る
こ
と
さ
え
期
待
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

多
言
語
化
へ
の
対
応

　

こ
う
し
た
中
身
の
変
更
で
な
く
て
も
、
訪
日
観

光
客
に
対
し
て
言
語
を
は
じ
め
と
し
た“
壁
”を
な

く
し
て
い
く
工
夫
を
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。
そ
の

代
表
で
あ
る
多
言
語
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
土
交

通
省
・
観
光
庁
か
ら「
観
光
立
国
実
現
に
向
け
た
多

言
語
対
応
・
強
化
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

2
0
1
4
年
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ

い
た
地
域
版
の
開
発
も
各
自
治
体
で
進
ん
で
い
る

（
東
京
都
、
京
都
市
な
ど
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
先
行
し
て
策
定
し
た
自
治
体
も
あ
る
）。
ま
た
、

医
療
関
係
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
が
、
小
売
店

に
つ
い
て
は
経
済
産
業
省
が
同
様
の
多
言
語
化
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
・
観
光
庁
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
対

象
施
設
は「
美
術
館
・
博
物
館
」「
自
然
公
園
」「
観

光
地
」「
道
路
」「
公
共
交
通
機
関
」の
5
種
類
。
多

言
語
化
の
対
象
と
な
る
メ
デ
ィ
ア
は
、
看
板
や
標

識
、
サ
イ
ン
、
解
説
板
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
他
の

メ
デ
ィ
ア
は「
補
助
媒
体
」と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
美
術
館
・
博
物
館
」に
つ
い
て
は
、
展
示
物

解
説
に
訪
日
観
光
客
へ
の
捕
捉
説
明
を
付
加
す
る

（
日
本
の
知
識
が
な
い
旅
行
者
に“
数
行
程
度
”捕

捉
情
報
を
伝
え
る
）こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
点

が
特
徴
で
あ
る
。
な
お
、
言
語
に
つ
い
て
は
、
標

準
は
日
英
併
記
、
訪
日
観
光
客
対
応
が
期
待
さ
れ

る
施
設
は
日
英
＋
必
要
言
語（
中
国
語
、
韓
国
語
、

そ
の
他
）と
な
っ
て
お
り
、
多
言
語
化
が
必
要
と

■	「日本遺産」認定制度を利用した文
化財の観光資源化

文化財の観光活用に関する文化庁の主要施
策のひとつに「日本遺産（Japan Heritage）」
の認定制度がある。これは、「魅力溢れる
有形や無形の様々な文化財群を，地域が主
体となって総合的に整備・活用し，国内だ
けでなく海外へも戦略的に発信していくこ
とにより，地域の活性化を図ることを目的」

（文化庁ウェブサイトより）としたもので、保
全・保護よりも、有形・無形の遺産の地域
での面的活用に焦点が置かれている。現在
までに認定されているのは、日本全国の47
件。その様子は、文化庁の「日本遺産ポー
タルサイト」（日英2カ国語版）に見ることが
できる。

◎日本遺産ポータルサイト
https://japan-heritage.bunka.go.jp/ja/

■	観光と文化に係わる政策文書、ガイドラインなど
本文中に紹介した観光と文化に係わる文書は、下記のURLで確認
できる。

◎観光庁
▶アクション・プログラム関係
http://www.mlit.go.jp/kankocho/actionprogram.html
▶明日の日本を支える観光ビジョン
http://www.mlit.go.jp/kankocho/topics01_000205.html
▶観光立国実現に向けた多言語対応・強化のためのガイドライン
http://www.mlit.go.jp/kankocho/news03_000102.html
▶広域周遊観光促進のための新たな観光地域支援に関する専門家派遣事業
http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/expert-haken.html

◎文化庁
▶文化芸術基本法
http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/shokan_horei/kihon/geijutsu_shinko/index.html
▶文化財活用・理解促進戦略プログラム2020
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/2016042601.html
▶文化芸術基本推進計画、文化芸術の振興に関する基本的方針
http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/hoshin/
▶文化関係予算の概要
http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/yosan/index.html
▶文化財の英語解説のあり方について
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/2016080401.html

◎（公財）東京都歴史文化財団
▶文化施設の多言語対応に係る調査報告書
https://www.rekibun.or.jp/wp-content/uploads/2017/12/multilingual_efforts2016.pdf
▶文化施設のための多言語対応ガイド
https://www.rekibun.or.jp/wp-content/uploads/2017/12/multilingual_efforts2017.pdf

また、観光庁と文化庁では、上記の各政策の連動に伴い連携協定
を結んでいる。
▶観光庁と文化庁での包括的連携協定の締結（2013年）
http://www.mlit.go.jp/kankocho/news05_000168.html
▶スポーツ庁、文化庁および観光庁の包括的連携協定の締結（2016年）
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/2016030801.html
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訪
日
観
光
客
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

な
ら
な
い
の
は「
専
ら
地
域
住
民
の
用
に
供
さ
れ

て
い
る
」施
設
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　

上
記
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
加
え
、
文
化
施
設
に

限
定
し
た
多
言
語
化
に
つ
い
て
の
資
料
も
2
種
発

表
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
16
年
に
文
化
庁
が
発

表
し
た「
文
化
財
の
英
語
解
説
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
で
あ
る
。
こ
の
文
化
庁
の
資
料
に
は
、
外
国

人
の
視
点
に
立
っ
て
興
味
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
解
説
を
基
本
か
ら
考
え
直
す
こ
と
、
そ

の
た
め
に
は
、
今
あ
る
日
本
語
の
解
説
文
を
訳
す

よ
り
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
新
た
に
英
語
を
書
き
起
こ

し
て
も
ら
う
ほ
う
が
望
ま
し
い
こ
と
、
分
量
の
問

題
が
あ
る
た
め
、
掲
示
に
拘
ら
ず
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
音
声
ガ
イ
ド
な
ど
多
様
な
媒
体
を
使
い
分
け

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
視
点
と
そ
の
た

め
の
具
体
的
手
法
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
前
記
の

国
土
交
通
省
・
観
光
庁
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
十

分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
解
説
文
の
あ
り
方

に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、（
公
財
）東
京
都
歴
史
文
化
財

団
が
17
年
に
策
定
し
た「
文
化
施
設
の
た
め
の
多

言
語
対
応
ガ
イ
ド
」
で
あ
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
の
特

徴
は
、
内
外
の
多
く
の
文
化
施
設
に
お
け
る
多
言

語
対
応
や
外
国
人
対
応
の
調
査
を
踏
ま
え
、
文
化

施
設
が
訪
日
観
光
客
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
べ
き
か
、
そ
の
あ
り
方
を
、
施
設
特
徴
に
基
づ

い
た
対
応
姿
勢
の
考
え
方
か
ら
、
掲
示
板
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
他
の
I
C
T
の
活
用

の
仕
方
ま
で
網
羅
的
に
整
理
し
て
示
し
て
い
る
点

に
あ
り
、
現
在
文
化
施
設
に
対
し
て
の
最
も
実
践

的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

公
立
文
化
施
設
の

訪
日
観
光
客
へ
の
対
応

（
1
）自
館
の
評
価

〜
ま
ず
は「
対
応
す
べ
き
か
」を
考
え
る
〜

　

今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
公
立
文
化
施
設
、

特
に
美
術
館
や
博
物
館
に
対
し
て
は
、
訪
日
観
光

客
を
惹
き
つ
け
、
地
域
の
経
済
の
エ
ン
ジ
ン
と
な

る
期
待
が
政
策
的
に
か
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
と
は
い
え
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
横
並
び
に

対
応
を
す
れ
ば
、
そ
れ
で
済
む
と
い
う
問
題
で
は

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
や
地
域
が
も
つ
性
格
や

特
性
、
置
か
れ
た
状
況
ご
と
に
必
要
と
な
る
対
応

の
方
向
性
は
さ
ま
ざ
ま
と
な
る
。

　

第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
も

そ
も
自
館
が
広
域
観
光
、
な
か
で
も
来
日
観
光
に

■	新たな訪日観光目標となりつつあるアートフェスティバル
　2000年より、3年に1度、新潟県で開催されている「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエン
ナーレ」。日本を代表するアートフェスティバルである同フェスティバルには、近年、海外観光
客が増加している（7、8、9月に十日町市内の宿泊施設を利用した外国人は2015年2,487人、
18年4,040人。案内所を利用した外国人割合は15年4.3%、18年12.7%）。また、フェスティ
バルを支えるボランティアにも外国人が多く、18年の同フェスでは、数百人にも上ったという。
　期間限定のイベントでありながら多くの外国人が詰めかけている主な要因としては3つが指
摘できる。ひとつは、定期開催であり、会期が100日と長期に及ぶことに加え、恒常設置作品
や美術館などの施設もあり、非開催年にも催しが行われるなど通年化・通常化していること。
ふたつ目は、同フェスティバルが仕掛け人の北川フラム氏の美術業界との世界的なネットワー
クを基に発展し、著名な海外アーティストが多数参加していること。そして3つ目が、同フェス
ティバルが、“その土地ならでは”の作品を制作するサイトスペシフィック・アートを主体としたも
のであること。大地の芸術祭でこれまで制作された作品は、越後妻有の地の文物となり、新た
な土地の情景を生み出し続けている。こうした土地に根ざした展開であることが、越後妻有の
地に、多くの訪日観光客を呼び寄せる力となっているのだ。

サイトスペシフィック・アートは越後妻有にほかにはない特徴的な風景を生み出している。清津峡渓谷トンネルを改修したマ・ヤンソン／MADアーキテクツ
『ライトケーブ』（左 ©IFA）、地域のお年寄りの顔が豪雪に新しい彩りを添えた藤井芳則『いい顔になったれ！』（右  撮影：雨田芳明）

井波彫刻の工房が並ぶ南砺市井波の瑞泉寺前通り。こうした町
並みや伝統工芸も地域の大きな魅力。4年に1度、「南砺市いな
み国際木彫キャンプ」を開催　©IFA

郷土料理も地域資源のひとつ。越後妻有2018
冬「SNOW ART」展で行われた「雪見御前」で
は、地元のお母さんたちが冬の保存食を解説
しながら振る舞った　撮影：雨田芳明
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適
し
た
性
格
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
だ
。
訪
日
観
光
客
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
日
本

は
、
そ
う
度
々
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
遠
隔
地
で

あ
り
、
し
か
も
旅
程
も
そ
う
自
由
が
利
く
も
の
で

は
な
い
。
そ
う
い
う
訪
日
観
光
客
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
第
一
に
重
要
な
の
は
、
そ
の
場
に
行
っ
た

ら“
ほ
ぼ
確
実
に
期
待
し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ

る
、
体
験
で
き
る
”と
い
う
保
証
で
あ
る
。

●
常
設
展
示
の
充
実

　

美
術
館
・
博
物
館
で
言
え
ば
、
常
設
展
示
や
収

蔵
展
に
代
表
さ
れ
る“
そ
こ
な
ら
で
は
の
展
示
”が

常
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
例
え
ば
、
都
内
有
数
の
欧
米

系
観
光
客
の
集
客
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
根
津
美
術
館

は
、
東
洋
美
術
・
日
本
美
術
の
収
蔵
品
展
が
展
示

の
中
心
で
あ
り
、
し
か
も
日
本
庭
園
で
四
季
折
々

の“
い
か
に
も
日
本
ら
し
い
”自
然
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
き
わ
め
て
わ
か
り
や
す
く
訪
日
観
光

客
が
期
待
す
る“
日
本
”が
手
に
入
る
わ
け
だ
。
先

に
示
し
た
文
化
庁
、
観
光
庁
の
政
策
で
歴
史
的
な

文
化
財
が
政
策
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
こ

う
し
た
訪
日
観
光
と
の
親
和
性
の
高
さ
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、
同
じ
美
術
館
・
博
物
館
で
も
、
企
画
展
、

そ
れ
も
そ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
館
の
方
針
を
反

映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
巡
回
展
の
よ
う
な
そ
の

時
々
の
企
画
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

遠
隔
地
か
ら
の
観
光
客
は
集
め
に
く
い
。
よ
り
難

し
い
の
は
、
公
演
チ
ケ
ッ
ト
の
予
約
を
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
劇
場
や
ホ
ー
ル

で
あ
る
。
歌
舞
伎
座
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
常
打
ち

小
屋
は
例
外
だ
が
、
貸
館
事
業
が
大
き
な
柱
と

な
っ
て
い
る
公
立
ホ
ー
ル
は
、
ど
の
よ
う
な
演
目

が
上
演
さ
れ
て
い
る
か
は
、
日
ご
と
に
ま
る
で
異

な
る
。
こ
れ
で
は
観
光
の
対
象
に
し
よ
う
が
な
い
。

海
外
で
も
、
広
域
の
観
光
客
を
多
く
集
め
て
い
る

劇
場
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
や

ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ェ
ス
ト
エ
ン
ド
の
よ
う
な
ロ
ン
グ

ラ
ン
公
演
の
劇
場
に
限
ら
れ
る
。

●
観
光
ル
ー
ト
へ
の
組
み
込
み

　

も
う
ひ
と
つ
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
施
設
の
立
地
で
あ
る
。
よ
く
観
光
振
興
で

ル
ー
ト
開
発
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
る

が
、
よ
ほ
ど
巨
大
な
施
設
で
な
い
限
り
、
周
り
に

寄
れ
る
場
所
が
な
い
孤
立
し
た
立
地
で
の
集
客
は

難
し
い
。
逆
に
、
施
設
規
模
が
小
さ
か
っ
た
り
、

有
名
な
目
玉
展
示
に
乏
し
く
て
も
、
ル
ー
ト
に

乗
っ
て
い
れ
ば
自
ず
と
一
定
の
集
客
が
期
待
で
き

る
。「
上
野
の
杜
」の
よ
う
な
集
積
が
あ
れ
ば
、
コ

ン
テ
ン
ツ
が
弱
く
と
も
、
一
定
の
訪
日
観
光
客
を

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
化
庁
の
美
術
館
・

博
物
館
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
も
、
こ
う
し
た
集
積
や

そ
れ
を
巡
る
ル
ー
ト
を
地
域
全
体
で
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
い
う
戦
略
に
ほ
か
な
ら
な
い（
観
光
庁
で

は
こ
う
し
た
広
域
周
遊
観
光
促
進
の
た
め
の
専
門

家
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
る
）。

　

ど
ん
な
日
程
で
行
っ
て
も
お
目
当
て
の
も
の
が

見
ら
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
周
り
に
も
観
光
拠
点
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
時
間
の
ロ
ス
が
な
く
楽
し
ん
で

回
れ
る
こ
と
。
広
域
観
光
客
を
集
客
す
る
た
め
に

は
こ
の
2
つ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
訪
日
観
光
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

日
本
的
な
も
の（
サ
ム
ラ
イ
、ニ
ン
ジ
ャ
、
お
茶
な

ど
の
伝
統
的
な
も
の
、
ア
ニ
メ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

J
-P
O
P
な
ど
の
経
済
産
業
省
が
言
う
ク
ー
ル
・

ジ
ャ
パ
ン
的
な
も
の
）が
あ
る
と
な
お
望
ま
し
い
。

集
客
戦
略
や
そ
の
た
め
の
多
言
語
対
応
を
考
え
る

よ
り
も
前
に
、
ま
ず
、
自
ら
の
館
が
、
そ
も
そ
も

こ
う
い
っ
た
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
多
文
化
共
生
施
設
と
し
て
の
対
応

　

来
日
観
光
の
対
象
観
光
施
設
に
は
な
り
に
く

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
向
け
て
の

投
資
を
す
る
必
要
は
な
い
。
政
策
動
向
の
項
で
説

明
し
た
よ
う
に
、
観
光
連
携
は
、
文
化
芸
術
の“
経

済
的
価
値
”を
高
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
回

収
が
で
き
る
見
通
し
が
な
け
れ
ば
施
策
自
体
に
価

値
は
な
い
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
よ
り
広
い
意
味
で

の
外
国
人
対
応
は
、
ま
た
、
別
の
問
題
で
あ
る
。

2
0
1
7
年
末
の
在
留
外
国
人
数
は
2
5
6
万
人

を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
は
16
年
よ
り
7
・
6
％
の

大
幅
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
の
外
国
人
労
働

者
拡
大
施
策
を
考
え
る
と
、
こ
の
数
は
、
今
後
と

も
大
き
く
増
え
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

　

外
国
人“
観
光
客
”が
来
な
く
と
も
、
地
域
に
外

国
人“
在
住
者
”が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
公
正
に
提
供
し
、
ま
た
、
地
域
に
お
い
て

外
国
籍
の
方
を
含
む
住
民
の
共
生
を
進
め
て
い
く

と
い
う
観
点
か
ら
、
積
極
的
に
外
国
人
対
応
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
08

年
に
総
務
省
か
ら「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生

プ
ラ
ン
」
が
指
針
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、（
一
財
）自
治
体
国
際
化
協
会（
C
L
A
I
R
）

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
多
文
化
共
生
の
推
進
に

役
立
つ
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
生
活
ガ
イ
ド
な

ど
の
既
存
資
料
を
検
索
で
き
る
「
多
文
化
共
生

ツ
ー
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
公
開
し
て
い
る
の
で

参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化

　

訪
日
観
光
客
が
既
に
集
ま
っ
て
い
る
、
も
し
く

は
、
施
設
や
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し
て
今
後

■	定期公演化することで訪日観
光客を呼ぶ

劇場・ホールでも、訪日観光客の集客に
積極的な取り組みが行われている。その
ひとつが広島県民文化センターの「広島
神楽」の定期公演だ。世界遺産の原爆
ドームがある広島は、日本を代表する観
光地のひとつ。だが、「夜、外国人観光客
が楽しめるものが少ない」という悩みを
抱えていた。これに対応したのが同セン
ターの広島神楽である。ポイントは、4月
から12月の間、毎週水曜日に確実にやっ
ていること。このため、観光客が訪れや
すく、ウェブサイトでは英語での詳しい
作品解説も行われている。
http://www.rccbc.co.jp/event/kagura/en/

訪日観光客向けナイトタイムエコノミーの成
功例「広島神楽」の会場前　©IFA
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訪
日
観
光
客
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

イ
ン
ト
を
概
説
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

●
訪
日
観
光
客
が
困
ら
な
い
細
か
な
異
文
化
対
応

　

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
基
本
は
、
訪
日
観
光
客

が
困
ら
な
い
対
応
、
不
安
や
不
便
、
不
快
を
感
じ

な
い
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
も
来
日

し
た
外
国
人
の
身
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
と
そ
の

ポ
イ
ン
ト
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
ず
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
の
は
、
館
に
来
る
前
の
情
報
提
供
、
特
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
来
館
案
内
で
あ
る
。
ア
ク

セ
ス
や
入
場
料
、チ
ケ
ッ
ト
の
買
い
方
、
割
引
の
有

無
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
館
内
の
サ
ー
ビ
ス
や
さ

ま
ざ
ま
な
注
意
点
な
ど
も
し
っ
か
り
書
き
込
ん
で

お
く
こ
と
が
重
要
だ
。来
館
し
て
か
ら
、迷
っ
た
り
、

あ
る
い
は
土
足
厳
禁
の
と
こ
ろ
を
土
足
で
入
っ
て

注
意
さ
れ
、
心
に
傷
を
負
う
訪
日
客
は
少
な
く
な

い
。
彼
ら
彼
女
ら
の
ク
レ
ー
ム
は「
そ
れ
な
ら
最

初
か
ら
教
え
て
お
い
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
」で
あ

る
。
利
用
方
法
の
多
言
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
館

内
で
配
っ
て
い
る
施
設
も
多
い
が
、
館
に
入
っ
て

か
ら
知
っ
た
の
で
は“
遅
い
”こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
際
、
一
番
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
外
国
語
ペ
ー
ジ
で
往
々
に
し
て
省
略
さ
れ
て

し
ま
う
細
か
な
説
明
や
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
よ

う
に
思
え
て
、
実
は
、
日
本
人
し
か
知
ら
な
い
よ

う
な
こ
と
の
説
明
で
あ
る
。
最
も
良
い
例
が
デ
ポ

ジ
ッ
ト
型
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
だ
。
後
で
1
0
0

円
が
戻
っ
て
く
る
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
が
あ
る
国
は

滅
多
に
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
外
国
人
が
使
い
方
に

困
る
。
同
様
に
カ
ギ
式
の
傘
立
て
も
盲
点
に
な
る
。

そ
の
他
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

「
そ
ん
な
も
の
が
あ
る
と
は
気
づ
か
な
か
っ
た
」と

集
客
が
十
分
に
期
待
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
次
に
は
、
具
体
的
な
対
応
手
法
の
検
討
が
必

要
と
な
る
。

　

訪
日
観
光
客
の
対
応
と
い
っ
て
も
、
そ
の
領
域

は
、
大
き
く
2
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ

と
つ
は
、
多
言
語
化
に
代
表
さ
れ
る
、
訪
日
観
光

客
に
と
っ
て
い
か
に
利
用
し
や
す
い
施
設
に
す
る

か
＝
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
と
い
う
課
題
で

あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
政
策
動
向
の
項
で
述
べ

た
よ
う
に
、
自
ら
の
施
設
を
い
か
に
訪
日
観
光
客

に
と
っ
て
魅
力
的
な
観
光
資
源
に
す
る
か
と
い
う

中
身
＝
コ
ン
テ
ン
ツ
の
強
化
や
変
更
と
い
う
課
題

だ
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
施
設
間
で
の
共
通
性
が

高
い
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
か
ら
、
そ
の
ポ

い
う
利
用
者
が
多
い
。

　

次
に
出
て
く
る
の
が
来
館
し
て
か
ら
の
掲
示
で

あ
る
。
こ
の
時
よ
く
あ
る
誤
解
が「
誘
導
サ
イ
ン

は
多
く
の
言
語
で
表
示
し
た
ほ
う
が
親
切
」と
い

う
も
の
。
確
か
に
、
交
通
案
内
な
ど
で
は
、
行
き

先
の
地
名
や
路
線
名
な
ど
の
固
有
名
詞
が
多
い
た

め
、
簡
体
字
や
ハ
ン
グ
ル
な
ど
で
の
表
示
は
役
に

立
つ
。
し
か
し
、
文
化
施
設
内
の
サ
イ
ン
は
ど
う

だ
ろ
う
。
そ
の
殆
ど
が「
ト
イ
レ
」や「
2
階
」、「
順

路
」程
度
の
内
容
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ

た
サ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
英
語
が
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ

全
世
界
の
人
が
わ
か
る
し
、ピ
ク
ト
グ
ラ
ム（
絵
文

字
に
よ
る
サ
イ
ン
）
だ
け
で
も
実
際
の
と
こ
ろ
問

題
は
な
い
。
む
し
ろ
、
多
数
の
言
語
が
重
な
っ
て

サ
イ
ン
が
見
に
く
く
な
る
こ
と
の
ほ
う
が
有
害
で

あ
る
。
英
語
や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
表
示
し
て
も
迷

う
人
が
出
る
の
は
、
そ
も
そ
も
の
サ
イ
ン
の
掲
示

場
所
が
悪
い
か
、
建
物
の
動
線
が
お
か
し
い
か
ら

で
あ
り
、
言
語
が
足
り
な
い
せ
い
で
は
な
い
。

　

む
し
ろ
多
言
語
化
が
重
要
な
の
は
、
臨
時
の
張

り
紙
や
、
細
か
な
注
意
書
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た

も
の
は“
日
本
の
施
設
な
ら
で
は
の
事
情
”に
基
づ

く
も
の
が
多
く
、
外
国
人
に
は
勘
が
働
か
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
日
本
語

だ
け
で
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
外
国
人
客

が
き
わ
め
て
多
い
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
は
、
通
常

の
サ
イ
ン
は
仏
英
西
の
3
カ
国
語
の
み
で
あ
る

が
、
テ
ロ
対
策
の
説
明
書
き
な
ど
臨
時
の
や
や
こ

し
い
注
意
に
つ
い
て
は
6
カ
国
語
で
掲
示
し
て
い

る
。
や
や
こ
し
い
も
の
ほ
ど
、
で
き
る
だ
け
相
手

の
母
国
語
で
対
応
し
て
あ
げ
る
の
が
お
も
て
な
し

の
基
本
で
あ
る
。
付
帯
施
設
で
同
様
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
の
が
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
の
メ
ニ
ュ
ー
。

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
、ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
、ユ
ダ
ヤ
教

徒
、ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
、ヴ
ィ
ー
ガ
ン
等
々
食
事
に
お

け
る
タ
ブ
ー
を
も
つ
人
が
訪
日
観
光
客
に
は
多

い
。
食
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

材
料
を
使
っ
た
料
理
な
の
か
、
メ
ニ
ュ
ー
に
説
明

を
付
け
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
、
人
的
な
対
応
と
な
る
。
ど

れ
だ
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
を
提
供
し
、
ま

た
、
掲
示
に
気
を
使
っ
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
対
応
が

無
用
に
な
る
こ
と
は
な
い
し
、
逆
に
言
え
ば
外
国

語
能
力
が
高
い
ス
タ
ッ
フ
さ
え
い
れ
ば
、
ほ
と
ん

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実

際
、
訪
日
観
光
客
対
応
の
最
先
端
で
あ
る
大
型
商

業
施
設
で
は
、
大
量
の
外
国
人
社
員
が
雇
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
文
化
施
設
で
も
、
一
定

の
語
学
能
力
を
も
っ
た
ス
タ
ッ
フ
を
受
付
な
ど
に

■	やさしい日本語
「やさしい日本語」とは、弘前大学の「減災のための『やさしい
日本語』研究会」が開発し、多くの地方自治体が導入している
在住外国人の方に向けた日本語の言い換え方法のこと。「減
災のための」とあるように、阪神淡路大震災の教訓を踏まえ、
いざという時、災害情報を外国人に迅速、正確に伝えること
を目標に開発され、現在では、行政が住民に提供する各種生
活情報にも対応するよう拡張されている。多文化共生という
観点からの対応を考えるにあたっては、多言語化だけでなく、

「やさしい日本語」の利用も有効である（基礎的な日本語能力
が期待できない訪日観光客向けではないことに留意）。

◎やさしい日本語
http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/kokugo/EJ1a.htm

大阪・山本能楽堂「初心者のための上方伝統芸能ナイト（英語編）」のワンシーン。さまざ
まな上方芸能を各15分のダイジェストとして国登録有形文化財の能楽堂で楽しめる。能
楽を普及する英語アプリ「OHAYASHI sensei」「We Noh!」を開発するなど日頃から国
際文化交流に力を入れているからこそこうした本格的な取り組みが可能になる　©IFA



87

■	JETプログラムの活用を考える
JETプログラムは、「語学指導等を行う外国青年招致事業」のこと。
2018年で、事業開始より32年を迎え、いまや5,528人もの高い日本語
能力をもつ外国人の若者が全国で活躍している。JETで有名なのは学
校で英語教育の支援を行う「外国語指導助手（ALT）」だが、実は、高い
日本語能力を有し、自治体の国際交流活動を支援する「国際交流員

（CIR）」も全国に派遣されている。訪日観光客拡大に向けてCIRが活躍
する事例も増加。宮城県ではSNSの拡充に貢献してフォロワー数を30
倍にまで拡大。外国人観光客数448,267人（2017年）を達成している金
沢市では5名のCIRが7カ国語で情報を発信。北九州市でも韓国への
情報発信強化に活躍している。このほか、全国に広がる国際芸術祭支
援、東京2020大会のホストタウン対応、在住外国人のコミュニティ支
援など国際課等に所属したCIRの活躍は多岐にわたる。公立文化施設
での活用ということではまだ目立った事例はないが、貴重な戦力として
期待される。　http://jetprogramme.org/ja/

揃
え
る
と
こ
ろ
が
次
第
に
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
店
員
の
能
力
が
そ
の
ま
ま
売
り
上

げ
に
繋
が
る
小
売
店
と
は
異
な
り
、
公
立
文
化
施

設
で
多
額
の
人
件
費
を
支
払
っ
て
多
言
語
対
応
が

で
き
る
人
材
を
揃
え
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。

自
治
体
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
J
E
T
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
国
際
交
流
員（
C
I
R
）や
留
学
生
を
活
用
す
る

な
ど
人
材
登
用
の
あ
り
方
を
検
討
し
つ
つ
、
近
年

急
激
に
能
力
を
上
げ
て
き
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
翻
訳
ア
プ
リ
の
利
用
な
ど
も
含
め
、
現
実
的

な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
、
各
領
域
に
お
け
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

の
ポ
イ
ン
ト
を
概
観
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
に
お

い
て
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
訪
日
観
光
客
対
応

れ
が
故
に
最
も
難
し
い
の
が
コ
ン
テ
ン
ツ
面
で
の

対
策
で
あ
る
。
先
に
ふ
れ
た
文
化
庁
の「
文
化
財

の
英
語
解
説
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」で
は
、
外
国

人
向
け
の
解
説
と
い
う
観
点
に
絞
っ
て
そ
の
改
善

方
法
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
重
要
な
の

は
、
自
ら
の
施
設
の
訪
日
観
光
客
か
ら
見
た
魅
力

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
自
覚
し
、
そ
の
上
で
、
そ

う
い
っ
た
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

に
あ
る
。
ど
ん
な
に
優
れ
た
解
説
が
館
内
に
あ
っ

て
も
、
そ
も
そ
も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、
来
館

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
何
事
も
始
ま
ら
な
い
。

　

で
は
、
何
が
訪
日
観
光
客
に
と
っ
て
の“
魅
力
”

な
の
だ
ろ
う
か
。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
正
解
は

な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
頃
流
行
っ
て
い
る
言
葉
に

“
イ
ン
ス
タ
観
光
地
”と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
そ
れ
ま
で
全
く
お
客
さ
ん
が
来
て
い
な
い
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
観
光
地
と
し
て
開
発
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
場
所
が
、
た
っ
た
1
枚
の
写
真
が
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
で
、
い
き
な
り
世

界
中
か
ら
観
光
客
が
殺
到
す
る
ス
ポ
ッ
ト
に
化
け

て
し
ま
う
現
象
を
指
す
。

　

次
の
イ
ン
ス
タ
観
光
地
を
計
画
的
に
生
み
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
全
世
界
36
億
人
の
ネ
ッ
ト

ユ
ー
ザ
ー（
2
0
1
7
年
／
総
務
省
）の“
気
ま
ぐ

れ
”を
予
測
し
き
る
こ
と
な
ど
不
可
能
だ
か
ら
だ
。

た
だ
、
確
実
に
言
え
る
の
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
拡
散
す
る
よ
う
な
1
枚
の
写

真
、
10
秒
の
映
像
を
出
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
も

そ
も
土
俵
に
も
上
が
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
自
館
の
魅
力
を
凝
縮
し
た
写
真
や
映
像
、
見

た
人
が「
こ
こ
に
行
け
ば“
何
か
”を
経
験
で
き
る
」

と
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る“
絵
”。
自
ら
の
魅
力
を
問
い

直
し
、
そ
れ
を
ひ
と
目
で
魅
力
が
伝
わ
る
象
徴
的

な
絵
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ポ
ス
タ
ー

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
開
か
れ

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
流
し
て
い
く
。
こ
こ
が
ス

タ
ー
ト
と
な
る
。

　

次
に
出
て
く
る
の
が
、
来
館
し
て
い
た
だ
い
た

人
の“
満
足
”を
獲
得
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
重
要
に

な
る
の
が
、
展
示
物
や
公
演
自
体
の
コ
ン
テ
ン
ツ

と
、
そ
こ
で
の
多
言
語
対
応
＝
翻
訳
問
題
で
あ
る
。

当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
、
代
表
的
な
絵
と
し
て

P
R
し
て
き
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
公
開
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
満
足
度
が
大
き
く
下
が
る
。
こ
れ
と
と
も

に
重
要
な
の
が
、“
十
分
な
深
み
が
あ
る
”こ
と
で

あ
る
。
多
く
の
費
用
と
時
間
を
費
や
し
て
よ
う
や

く
辿
り
着
い
た
訪
日
観
光
客
に
と
っ
て
、
5
分
、

10
分
で
見
終
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
名
所
ほ
ど
腹

立
た
し
い
も
の
は
な
い
。
実
は
、
こ
の“
深
み
”と

“
翻
訳
問
題
”は
大
き
く
絡
ん
で
い
る
。

図　訪日観光客対応のふたつの領域
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は
、
そ
の
ま
ま
、
異
文
化
理
解
・
異
文
化
交
流
で

も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
実
際
、
外
国
人
客
を

主
要
な
顧
客
と
し
て
い
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

で
は
、
従
業
員
に
対
し
て
、
語
学
教
育
よ
り「
相

手
国
の
人
と
な
り
」を
教
え
る
講
習
を
優
先
し
て

実
施
し
て
い
る
。
観
光
と
い
う
経
済
活
動
を
第
1

の
目
的
と
し
て
い
て
も
、
人
と
人
と
の
交
流
で
あ

る
以
上
、
多
文
化
共
生
と
い
う
基
盤
を
ゆ
る
が
せ

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

（
3
）コ
ン
テ
ン
ツ
の
対
応

●
訪
日
観
光
客
か
ら
見
た
魅
力
の
評
価

　

訪
日
観
光
客
対
応
で
、
最
も
重
要
で
あ
り
、
そ
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訪
日
観
光
客
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　

翻
訳
、
も
し
く
は
訪
日
観
光
客
向
け
の
新
た
な

解
説
文
を
つ
く
る
際
よ
く
行
わ
れ
る
の
は
、
一
部

し
か
翻
訳
し
な
い
、
あ
る
い
は
ご
く
簡
単
な
解
説

し
か
付
け
な
い
と
い
う
や
り
方
で
あ
る（
加
え
て
、

歴
史
的
な
建
造
物
や
資
料
館
の
場
合
、
モ
ノ
は
置

い
て
あ
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
解
説
板
自
体
が
な
い

展
示
物
も
多
い
）。
外
国
語
の
解
説
作
成
、
特
に

専
門
的
な
内
容
の
解
説
に
は
、
専
門
知
識
を
も
っ

た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
人
材
が
必
要
と
な
る
た
め
、
大

き
な
コ
ス
ト
が
か
か
る（
残
念
な
が
ら
、
日
常
会

話
と
は
異
な
り
、
自
動
翻
訳
の
技
術
は
、
文
化
芸

術
関
係
の
専
門
的
な
文
章
を
適
切
に
機
械
翻
訳
す

る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
な
い
）。
施
設
側
の
都

合
と
し
て
は
大
変
よ
く
わ
か
る
の
だ
が
、
実
は
こ

れ
が
訪
日
観
光
客
に
は
き
わ
め
て
不
評
で
あ
る
。

冗
談
交
じ
り
に「
日
本
人
に
何
か
隠
さ
れ
て
い
る

気
が
す
る
」と
い
う
観
光
客
ま
で
い
る
ほ
ど
だ
。

　

考
え
て
見
れ
ば
当
た
り
前
の
話
だ
が
、
文
化
施

設
に
来
る
観
光
客
は
、
文
化
芸
術
に
関
心
が
あ
る

か
ら
来
る
の
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
深
い
と
こ

取
っ
て
い
る
の
だ（
一
方
、
外
国
人
客
が
あ
ま
り

入
ら
な
い
企
画
展
の
図
録
は
多
言
語
化
さ
れ
て
い

な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
）。
深
い
興
味
を

も
っ
て
い
る
お
客
さ
ん
に
な
ら
、
有
料
で
あ
っ
て

も
、十
分
な
需
要
が
あ
る
。
お
ま
け
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
帰
国
後
大
切
な
思
い
出
と
も
な
る
。
施
設
側
、

来
館
者
側
双
方
に
と
っ
て
実
に
望
ま
し
い
解
決
策

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

公
立
文
化
施
設
の
観
光
資
源
化
と
は

〜
自
館
を
い
か
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
か
〜

　

前
項
で
述
べ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
け
る
対
応
の

2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
期
待
さ
せ
る“
絵
”で
広
く
惹

き
つ
け
、“
深
い
”
解
説
で
満
足
さ
せ
る
と
い
う

流
れ
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
訪
日
観
光
客
だ
け
に

限
っ
た
話
で
は
な
い
。
イ
ン
ス
タ
観
光
地
は
、
訪

日
客
を
集
め
る
以
上
に
国
内
客
を
集
め
て
い
る

し
、
ま
た
、
解
説
の“
ズ
レ
”や“
不
足
”に
つ
い
て

は
、
多
く
の
国
内
観
光
客
も
潜
在
的
な
不
満
を

も
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
展
示
を
見
に

行
く
と
、
漢
字
8
文
字
と
か
10
文
字
と
か
の
タ
イ

ト
ル
の
み
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
た
ま
た

ま
当
該
技
法
に
詳
し
か
っ
た
り
、
絵
柄
や
像
形
の

謂
わ
れ
を
知
っ
て
い
れ
ば
一
定
の
見
当
が
つ
く

が
、客
観
的
に
言
っ
て
、そ
こ
ま
で
の
知
識
を
も
っ

て
い
る
人
は
、
日
本
人
で
あ
っ
て
も
、
ど
れ
だ
け

い
る
だ
ろ
う
か
。
正
直
、
日
本
語
の
タ
イ
ト
ル
よ

り
も
、
英
語
に
翻
訳
し
た
タ
イ
ト
ル
の
ほ
う
が
わ

か
り
や
す
い
場
合
す
ら
あ
る
。
こ
の
入
り
口
の
狭

さ
、
無
意
識
の
う
ち
に
壁
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
こ
そ
が
、
最
大
の
問
題
な
の
だ
。
文
化

財
や
文
化
施
設
の
観
光
資
源
化
と
は
、
こ
の
壁
を

取
り
払
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

観
光
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
い
う
と
、
で
き
る
だ

け
わ
か
り
や
す
く
、
派
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
先
に“
深
さ
”が
重
要
と
い
う
指
摘
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
表
面
的
な
派
手
さ
だ
け

で
は
本
当
の
満
足
は
得
ら
れ
な
い
。
よ
り
重
要
な

の
は
、
拡
げ
た
間
口
を
そ
の
先
の
奥
行
き
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
、
文
化
芸
術
の
も
つ
本
来
の
魅
力
を

伝
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
文
化
財
や
文
化
施
設

の
観
光
利
用
と
は
、
決
し
て
、
社
会
教
育
施
設
と

し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
捨
て
、
見
た
目
が
派
手
な

だ
け
の
観
光
施
設
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

む
し
ろ
、
ど
れ
だ
け
の
深
み
が
あ
る
か
、
追
求
す

れ
ば
ど
れ
だ
け
の
面
白
さ
が
見
え
て
く
る
の
か
を

ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
、「
ホ
ン
モ
ノ
」の
価
値
を
感
じ
て

も
ら
う
と
こ
ろ
に
こ
そ
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
務
自
体
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
、
そ
れ
こ
そ
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

な
の
で
あ
る
。

　

訪
日
観
光
客
へ
の
対
応
を
考
え
る
と
い
う
の

は
、
実
の
と
こ
ろ
、
多
言
語
化
の
問
題
や
受
付
ス

タ
ッ
フ
の
英
語
研
修
と
い
っ
た
問
題
以
上
に
、「
自

館
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
そ
も
そ
も
何
な
の
か
」「
そ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
社
会
に
提
示
す
べ
き
作

品
は
何
で
あ
る
べ
き
か
」「
そ
の
価
値
を
来
館
者
に

理
解
し
、
共
感
し
、
感
動
し
て
も
ら
う
た
め
に
は

ど
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
べ
き
か
」

と
い
う
基
本
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
き
わ
め

て
重
要
な
契
機
と
な
る
も
の
な
の
だ
。

ろ
ま
で
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
日
本
語
が
わ

か
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
文
化
芸
術
の“
素
人
”

と
は
限
ら
な
い
の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
り

一
遍
の
解
説
が
一
部
の
展
示
物
に
つ
い
て
い
る
だ

け
。
こ
れ
で
は「
が
っ
か
り
観
光
地
」と
S
N 

S

に
書
か
れ
て
も
文
句
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
…
と
い
う

事
情
は
大
き
い
。
で
は
、
海
外
の
美
術
館
・
博
物

館
は
ど
う
や
っ
て
こ
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
大
英
博
物
館
。
こ
こ
で
は

す
べ
て
の
館
内
掲
示
は
英
語
の
み
で
あ
る
。
し
か

し
、
収
蔵
品
を
紹
介
す
る
豪
華
な
有
料
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
10
カ
国
語
以
上
用
意
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
や

M
o
M
A
も
同
様
で
、
館
内
は
英
語
オ
ン
リ
ー
だ

が
、
有
料
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
10
カ
国
語
以
上
。
ま

た
、
海
外
の
大
規
模
館
で
は
、
有
料
で
多
数
言
語

の
館
内
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

要
す
る
に「
多
言
語
化
に
か
か
っ
た
コ
ス
ト
は
、

有
料
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
回
収
す
る
」や
り
方
を

■	豊岡市でのCIR活用
「小さな世界都市」を目指す豊岡市は、城崎
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